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論   文   の   要   旨 
近年、廃水処理場から発生する大量の廃棄活性汚泥（WAS）の最終処分は環境問題として重要視され、
高濃度の有機物、窒素 N (2.4-5.0% DW)、リン P (0.6-2.3% DW) などが含まれるため、再資源化技術の















VFAs の変換効率を検討した。まずは WAS の水熱処理（100℃ ～275℃、温度保持時間 0 min）を行い、WAS
の可溶化及び中温 FVAs の回分式発酵を行った結果、200℃の水熱前処理した WAS の３日間の VFAs 発酵で
VFAs 濃度は 1485.7（mgC/L）に達し、未処理 WAS で得られた結果 (518.5 mgC/L)に比べてほぼ 3 倍であ
った。得られた各揮発性脂肪酸種である HAc、HPr、HBu、HVa の総 VFAs 量に対する割合はそれぞれ 42.8%, 
16.3%, 22.3% and 18.6%であった。酢酸(HAc)は主要な VFAs 種であるが、水熱処理温度の増加に伴い、




アクタ sequencing batch reactors (SBRs)（Ra リアクタ（HAc 炭素源）と Rp リアクタ（HPr 炭素源））
を用いて実験を行った結果、Rp リアクタのリン除去率は 8.4 mg (P/g-VSS·d)、嫌気性 P 放出率は 0.6 
mg(P/g-VSS·h)に対し、Ra リアクタにおいてより安定な顆粒形成や高いリン除去率(9.4 mgP/g-VSS·d)、
高い嫌気性 P 放出率(6.9 mgP/g-VSS·h)が得られた。さらに Ra リアクタの場合、活性汚泥顆粒に高濃度
のリン(78 mgP/g-SS)を含有し、リンの生物学的利用性は 45 mgP/g-SS に達し、Rp リアクタ(28 mgP/g-
SS)や汚泥種(21 mgP/g-SS)より遥かに高かった。さらに微生物相解析の結果、Rp リアクタの顆粒により
多く GAOs が蓄積されていることが明らかになった。 














平成 28年 7月 13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
